平成27年度　評価委員会Ｃ（平成27年度四国の全薬学部による学生フォーラム）議事録（案）

日時:	平成27年 9月26日 (土) 13:00 ～18：15
9月 27日 (日) 8：45～ 12:00

場所:	徳島大学薬学部 第1講義室
		徳島大学長井記念ホール

宿泊:		アグネスホテル徳島　　徳島市寺島本町西1-28　電話：088-626-2222

出席者	
徳島文理大学：桐野 豊学長、福山愛保教授、京谷庄二郎教授、永浜政博教授、吉岡三郎教授，
学生：森本真仁（博士課程３年）、清家総史（博士課程３年）、山崎直人（博士課程２年）
徳島文理大学香川薬学：宮澤 宏教授、飯原なおみ教授、山口健太郎教授、藤島利江准教授
学生：鈴木雅代（博士課程４年）林侑加子（博士課程１年）、西尾貴之（博士課程２年）、
末長 努（博士課程３年）
徳島大学：土屋浩一郎教授、山内あいこ教授、佐藤陽一准教授、山崎尚志准教授、重永章講師、
阿部真治助教、佐藤智恵美助教、宮本理人助教
学生：津田雄介（博士後期課程１年）秦野 彩（博士前期課程２年）、上島沙弥香（学部６年）
松山大学：古川美子教授、松岡一郎教授、好村守生講師、坂本宜俊講師、奥森 聡助教
学生：澤本篤志（博士課程２年）、内倉 崇（博士課程１年）、中村知弘（学部６年）
事務局：堤 一彦、伊勢裕介、中野真代、中山由依

9月26日（土）
総合司会・座長：土屋浩一郎（徳島大学薬学部教授）

１．開会あいさつ、事業説明：桐野豊事業代表（徳島文理大学学長）　13：00～13：20

これまでの成果
○各大学の特色ある取り組みを4薬学部間で共有できるように遠隔講義システムを各学部に備え，シンポジウムやセミナー，講義等を同時に4薬学部の学生が受講できるシステムを構築した。徳島大学に設置したサーバーに優れた講演の録画データを保存することで，学生がオンデマンド講習を自由に受けられるシステムも確立できた。
○医療薬学教育に長い歴史と経験がある海外の大学を精力的に視察 (フィンランド・デンマーク 等５か国)、同時に、各国の病院や市中の薬局を見学することで、それぞれの国における薬学教育や医療制度に対して深い知見を得る事ができた。
○今年の中間評価にてA評価を受けた。また、本事業のステークホルダーである四国４県の薬剤師会、病院薬剤師会、高等学校及び教育委員会からも高い評価を得ている。
今後の課題
○遠隔授業システムを利用して様々な分野の優れた講演・講義を収集し，コンテンツの拡充を図る。 
○これまでに行った海外視察を報告書にまとめて出版することで、国内であまり知られていない欧米の薬学教育の現状を全国に発信し、日本の薬学教育に貢献する．
○3大学院の大学院生が，自らの博士論文に向けた研究過程で感じた疑問や教育に対する改善点を具体的に述べることで、より良い大学院教育の構築を目指す。

２．研究発表　演題１～５　　13：20～14：30
座長 松岡一郎（松山大学薬学部教授）

演題1　グリニド薬とSGLT2阻害薬の併用療法　秦野 彩(徳島大学大学院博士前期課程2年)
演題2　肝AMPK活性の新たな調節機構の検討　上島沙弥香(徳島大学薬学部6年生)
演題3　ピラカンサ属植物由来ポリフェノール成分と機能性　内倉 崇(松山大学大学院博士課程1年)
演題4　C型ウエルシュ菌が産生するbetaとdelta毒素の病原性メカニズムの解析　清家総史(徳島文理大学大学院博士課程3年)
演題5　オキサゾロンに対する塩基の取り込み解析　鈴木雅代(徳島文理大学大学院博士課程4年)

３．特別講演　（長井記念ホール）　　
座長：飯原なおみ（徳島文理大学香川薬学部教授）
特別講演１：ＴＤＭをより活用するための大学教員と病院薬剤師のパートナーシップ　15：00～16：00
三浦 崇則 先生 （名城大学薬学部 教授、安城更生病院 院長補佐）

特別講演2：ＴＤＭの意識調査と課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16：05～16：35
阿部 武由 先生 （りつりん病院　薬剤科長）

座　長：　土屋浩一郎　（徳島大学薬学部教授）
特別講演3：　日本と世界におけるＴＤＭの現状と展望　　　　　　　　　　　　　　16：40～17：40
谷川原 祐介 先生（慶應義塾大学医学部 教授）

４．特別講演総合討論　17：45～18：15
司会 松岡一郎（松山大学薬学部教授），パネリスト 三浦崇則，阿部武由，谷川原祐介，土屋浩一郎

議題1　現在の医療現場における問題は何か
議題2　大学と臨床現場が臨床の題材をもとに共同で研究を進める時，より一体感を持って連携をとるにはどうしたらよいか

この議題に対する回答まとめ
現在，現場にいる薬剤師の多くが旧4年制薬学の教育しか受けておらず，6年制教育に対する知識が不足している現状がある．大学教員が臨床薬剤師と接する時に，簡単な質疑応答などを行って彼らが勉強したことが活かされたと感じられれば，臨床薬剤師が成功体験を積む機会になる．TDMの例のように，それが薬剤師の自信となり，大学教員とのつながりになれば一体感のある連携をとれるようになるのではないかと思われる．

５．親睦会・自由討論　　18：30～20：00
レストラン「Sora」　徳島大学病院西病棟11階
司 会：　土屋浩一郎　（徳島大学薬学部教授）

9月27日（日）

６．研究発表　演題６～１３　　				8：40～10：55
挨　拶：　土屋浩一郎　（徳島大学薬学部教授）
演題6～9　座長 福山愛保（徳島文理大学薬学部教授）
演題6　天然アミノ酸配列に適応可能な配列特異的チオエステル化法の開発　津田雄介(徳島大学大学院博士課程1年)
演題7　スチルベン包摂結晶スポンジのレーザー脱離イオン化質量分析　林 侑加子(徳島文理大学大学院博士課程1年)
演題8　カルバボランを架橋分子とする新規水銀反応剤の開発とその応用　山崎直人(徳島文理大学大学院博士課程2年)
演題9　活性型ビタミンD誘導体の合成研究　末長 努(徳島文理大学大学院博士課程3年)．

演題10～13　座長 宮澤 宏
演題10　外来化学療法におけるTS-1誘発副作用の発見率と副作用モニタリングシートの有用性　中村知弘(松山大学薬学部6年生)

演題11　慢性ストレス負荷うつ病態モデルマウスに対するヘプタメトキシフラボンの改善効果　澤本篤志(松山大学大学院博士課程2年)
演題12　ケースクロスオーバー研究の研究計画作成と抗菌薬使用実態の追跡調査　西尾貴之(徳島文理大学大学院博士課程2年)
[bookmark: _GoBack]演題13　重症心身障害児・者の難治性てんかんと酸化ストレスの関連性　森本真仁(徳島文理大学大学院博士課程3年)

７．総合討論　　10：55～11：35
座長：　座長：　土屋浩一郎　（徳島大学薬学部教授）
前回から議論されている3つの議題について，今回も継続して議論を行う．
· 6年制薬学部の課題とは？
前回挙がった意見
従来の4年制から増えた2年間の使い方が国家試験の準備期間となっており，本来の使い方と違うのではないか？

今回挙がった意見
· 薬学部を卒業後，薬剤師として働き始めた後に抗肺や新人を教育していかなければならないと言われているが，教育能力が身につくような授業がほしい．
· 薬剤師になると患者と接する機会が増え，自分の意見を述べる機会も増えていくことから，受け身の授業スタイルから脱却してアウトプットな話し方を養った方が良いと思う．
· 問題解決能力を身につけることが求められているが，それにはまず問題を見つける力が必要である．漠然とした疑問であってもまずはそれを感じ取り，徐々に解決可能な形へと具体的に考えを変化させていくことで，問題解決能力は培われていく．
→前回の意見で挙がっていた6年制になって増えた2年間に，アウトプットな話し方や問題解決能力が身につくような授業を教員は実施し，学生は勉強する必要がある．

· 臨床薬剤師は取り扱う医薬品の適正使用や副作用報告などを積極的に行うことが求められている．これをDrug Lifetime Management (DLM:医薬品の発売から販売中止までのプロセスを管理すること)というが，DLMを遂行するには極めて広範囲の知識が必要であり研究者は不足している現状がある．
→薬学部の卒業生は毎年1万人前後いる．この卒業生が何らかの形でDLMに関われば研究が進みやすくなることが期待される．大学とのつながりがなくならないような工夫が必要である．

· 大学院の課題とは？
前回挙がった意見
学部と大学院の合計10年で何をするのか明確でない．

今回挙がった意見
· 大学院で何をするのかという疑問に対する1つの答えとして，研究の仕方を学ぶということが挙げられる．現在，臨床薬剤師の多くが自己流で研究を行いまとめており，収集したデータがうまく活かせずもったいないことになっている現状がある．正しく研究の仕方を身につければ，効率よくクオリティの高い研究発表ができるようになる．
· 社会人大学院生は臨床の問題点を知っているおり，それを自らの研究課題として論文にすることができるが，学部から直接大学院に上がった院生は現場を知らないため，臨床経験をなんとか得たいと思い，所属大学の制度を利用して2か月現場に出たが臨床の問題を見つけるには至らなかった．どうしたらよいかわからない．
→4年制大学院は，臨床現場の問題を解決するような研究を行い，それを社会に還元することを一つの目標に掲げている．従って，学部から直接大学院に上がった大学院生が臨床経験を積むための現場で実施する研修カリキュラムを作る必要がある．大学院生は薬剤師免許を持っていることから，学部生の実習とは異なってある程度自由度があり，また医師らと協力してできることがあると思われる．現状は，現場の薬剤師と一緒に薬局業務をする，カンファレンスについて行く位しかできておらず，さらなる努力が必要ではあるが，本事業において4薬学部が情報交換しあうことで，研修に行く大学院生のやりたいことと合致する内容を構築したいと思う．

· 薬学部と社会のかかわりについて
· 大学院に行きたいと考える人は，大学院に行くことで自分の目標に合ったより良い就職のチャンスが得られることを少なからず期待すると思われる．しかしながら，実際にはより良い就職の見通しが立つかと言えば，全く立たない現状がある．この問題の解決には社会との連携と持って考えていかなければならないと思う．
· 社会人大学院生の立場からの意見として，臨床医は現場で何か発見した時に大学院に行きやすい環境があるが，薬剤師は未だ周囲の理解が乏しく大学院に行きづらいのが実際だ．この現状の打破には，今現在，臨床薬剤師として働いている人たちへの教育が必要だと考える．
→大学院進学のための環境整備には，職業としての薬剤師像に固定観念を持ってしまっている薬剤師にどのように働きかけるかをよく考えていくことで改善の道が開けるのではないかと考えられる．

6年制薬学教育が始まり，多くの実務経験を長く積んだ薬剤師が大学に移ったことで，臨床現場に対して大学が協力できることが増えた一方で，大学教員の定員自体はあまり変動していないことから今まで薬学部が行ってきた教育が失われていることが懸念される．大学が薬剤師養成過程をどこまで担うかを考えていかなければならないのではないか．
→高等教育機関である大学の側面を保つためにも実用的なところばかり追い求めるのではなく，どこまでを大学が担って，どこから現場の薬剤師教育に任せるか，臨床の先生方と話し合っていく必要がある．

8．講評　　11：35～12：00
桐野豊事業代表（徳島文理大学学長）

新しい6年制薬学という制度が始まり，今の薬学部は多くの問題を抱えている．しかしながら，それは薬学に未来が無いのではなく，より良い薬学教育にするために改善できることが多いという事であり，むしろ未来は明るいと考えている．薬学とは，薬の開発から薬物療法での利用，そしてその必要性の低下とともに使用されなくなるまでの，いわゆる薬の一生と関わる学問である．この極めて多様な分野の課題と向き合うためには，毎年1万人単位で社会に出ていく薬学部卒業生らが様々な形で現場の課題に取り組めるように，在学中に研究能力が身につく教育を作り上げていく必要がある．本プロジェクトは主に6年制薬学の教育改革を目標とするものではあるが，これは基礎研究に重点を置いてきた旧4年制薬学を否定するものではない．この2両日中の研究発表からわかる通り，旧4年制の基礎研究指向を継承する4+2年制も臨床の課題に着目して取り組む新しい6年制も，薬学という同じ課題に取り組んでいる．今後，同じ薬学の人間という認識を深く持つことで，相互に協力しあい薬学教育をより良いものにしていくことができると思われる．また，上位研究機関である大学院は，現場で発見された疑問を持ち帰り研究することで解決へと導く，或はその糸口をつかむことができる場になるようより一層努力していかなければならない．今後も4薬学部が連携し薬学教育の在り方を追求していくことで，薬学のさらなる発展に貢献するものとしたい．
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